
（２）　施策の方針

第６章　活力ある暮らしやすいまち

分野（３）　勤労者福祉

＜目標とすべきまちの姿＞

1 事業評価結果一覧表
市民活動部

2 平成26年度末の目標
市民活動部

3 平成26年度の取組の評価
市民活動部

■ □

■ □

■ □

■ □

4 今後の方向性
市民活動部

5 平成27年度末の目標
市民活動部

c

市民-26 勤労者福祉支援事業

事業内容 予算規模

A

C

C市民-27 勤労福祉会館管理運営事業 13,961 16,259 0.3

0.3 a

26,213 28,511 0.3 b

整理番号 事業名

市民-25 勤労者福利厚生事業 27,689 29,987

妥当性 「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、妥当（適切）な取組であったか 適切

湘南勤労者サービスセンターが加入促進事業を行うために、神奈川県市町村振興協会の補助金を活用できるよう、藤沢市、
茅ヶ崎市と連携を行って財源の確保に努めた。その結果年度を通じて会員数が増加するという成果が得られた。

評価対象事業名 決算値
（千円）

総事業費
（千円）

26年度
職員数
（人）

今後の方向性

公平性 「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、受益機会が偏っていない（適切な）取組であったか 適切

要改善

適切

施策の方針②　働く環境の充実

スケールメリットを活かした福利厚生事業が提供できるように、藤沢市、茅ヶ崎市と連携して、湘南勤労者福祉サービスセンター
を支援する。

「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、適切な事業費・人件費で執行できていたか 要改善

適切

勤労者の福利厚生に対する満足度は向上し、健康的でこころ豊かな生活を送っています。市民の雇
用や労働に対しての不満やストレスは本市の相談・カウンセリングにより対応されています。また、勤労
者は余暇を活用して生涯学習などを生活に取り込んでいます。

効率性

要改善

勤労者の生活の充実、安定を図るため、福利厚生の充実に努める。湘南勤労者福祉サービスセンターについては、加入促進
活動により新規会員の獲得に努めるとともにスケールメリットを活かし、より内容の充実した質の高いサービス提供を行うことによ
り、積極的に新規会員の獲得を図るよう支援に努める。

引き続き、スケールメリットを活かした福利厚生事業が提供できるように、藤沢市、茅ヶ崎市と連携して、湘南勤労者福祉サービ
スセンターを支援する。

要改善

有効性 「目標とすべきまちの姿」の実現に向け、適切な成果が得られていたか
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１　評価できるところ

２　課題・提言

・時代の変化にあわせながら、中小企業勤労者の福利厚生の充実に資するため制度の維持に努めていく必要が
ある。

・勤労者のために融資預託、住宅資金利子補給、その他の支援を行い、勤労者の生活環境向上及び福祉の増進
に一定の寄与をしている。
・平成27年度から融資限度額の引き上げを実施することについて、金融機関等との調整を行った。

鎌倉市民評価委員会の評価
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